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中学歴史プリント（過去問類似）
古墳時代

名前 得点
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問1 古墳時代を象徴する墓の形式で、円形と方形を組み合わせた鍵穴のような独特の形状を特徴とし、大阪府にある日本最大の規
模を誇る大仙古墳（伝仁徳天皇陵）にも採用されている名称を答えなさい。 （2025年　島根公立入試　類似）

1.  前方後円墳 2.  前方後方墳 3.  円墳 4.  方墳

問2 世界文化遺産にも登録されている、大阪府の「百舌鳥・古市古墳群」について述べた文として、正しいものはどれか。 （2020年　

佐賀公立入試　類似）

1.  日本最大の面積を誇る大仙古墳
（大山古墳）など、巨大な前方後
円墳が含まれている。

2.  すべて直径10メートル程度の
小さな円墳のみで構成された、庶
民のための墓地群である。

3.  仏教が伝来した後に、聖徳太子
の命令によって各地の寺院の隣に
作られたものである。

4.  東北地方から九州地方にかけて
の全国各地から、有力な豪族の遺
骨を集めて埋葬した場所である。

問3 埼玉県の稲荷山古墳から「ワカタケル大王」の名が刻まれた鉄剣が出土し、また熊本県の江田船山古墳からも同じ大王の名が
刻まれた大刀が出土しました。これらの史料から推測できる、5世紀後半の日本列島の状況として最も適切な説明を選びなさ
い。 （2024年　大阪公立入試　類似）

1.  ヤマト政権の政治的な支配力
が、関東地方から九州地方まで及
んでいた。

2.  仏教の教えが全国に広まり、各
地の豪族が鉄剣を寺院に奉納して
いた。

3.  各地域の豪族が独自に強力な軍
隊を持ち、ヤマト政権と激しく対
立していた。

4.  稲作の技術が伝わったことで、
日本列島各地で小国家の統一が始
まった。

問4 5世紀頃、日本の王たちが中国の皇帝に使節を送った背景や目的として、最も適切な説明はどれですか。 （2017年　鳥取公立入試　類似）

1.  中国の皇帝から地位の承認を得
ることで、朝鮮半島での軍事的外
交関係を有利に進めたり、高度な
技術を導入して統治を強固にする
ため。

2.  遣唐使を廃止することで大陸と
の交流を制限し、日本独自の国風
文化を育むとともに、律令国家の
形成を早めるため。

3.  後漢の皇帝から「漢委奴国王」
と刻まれた金印を授かり、九州北
部における小国の連合を束ねる権
威を確立するため。

4.  仏教を日本に広めるために、中
国から高僧を招くとともに、寺院
建築や経典などの進んだ文化を公
的に導入するため。

問5 5世紀ごろに造られた大仙古墳のような巨大な前方後円墳について、このような大規模な墳墓が築かれた歴史的な背景として最
も適切な説明はどれか。 （2020年　三重公立入試　類似）

1.  仏教の伝来とともに、死者を弔
うために巨大な寺院を建てる習慣
が広まったため。

2.  ヤマト政権の大王が、膨大な労
働力を動員できるほどの強大な権
力を持っていたことを示すため。

3.  大陸から伝わった稲作の技術を
普及させるために、神を祀る祭祀
場を各地に作ったため。

4.  各地域の小国が、他国からの侵
略を防ぐための軍事的な要塞とし
て築いたため。

問6 古墳時代の日本列島において、大陸から移住した渡来人が果たした役割と、彼らがもたらした文化的影響について述べた文と
して正しいものを次の中から選びなさい。 （2019年　岡山公立入試　類似）

1.  漢字を伝えることで、ヤマト政
権における外交や記録、財政など
の実務を支えた。

2.  鉄砲の伝来に寄与し、戦国大名
の戦い方や城の構造に劇的な変化
をもたらした。

3.  稲作の技術を初めて伝え、狩
猟・採集中心の縄文文化から弥生
文化への転換を促した。

4.  青銅器を用いた祭祀の道具を伝
え、卑弥呼が統治する邪馬台国の
成立を助けた。

問7 3世紀ごろの中国大陸では、複数の勢力が対立して覇権を争っていました。この時期、日本の邪馬台国の女王である卑弥呼が使
いを送り、「親魏倭王」の称号を授かったとされる国が含まれる時代の名称を選びなさい。 （2016年　和歌山公立入試　類似）

1.  三国時代 2.  戦国時代 3.  五代十国時代 4.  南北朝時代

問8 日本の古墳時代にあたる4世紀から6世紀ごろ、朝鮮半島では3つの国家が互いに勢力を競い合っていました。この3つの国家の
組み合わせとして正しいものを次から選びなさい。 （2024年　滋賀公立入試　類似）

1.  高句麗・百済・新羅 2.  魏・呉・蜀 3.  隋・唐・宋 4.  渤海・高麗・新羅

問9 古墳時代に築かれた、円形と方形を組み合わせた鍵穴のような形状を持つ巨大な墓について、その名称と当時の状況を正しく
述べたものはどれですか。 （2026年　沖縄公立入試　類似）

1.  名称は前方後円墳であり、ヤマ
ト王権の勢力が及んだ東北地方か
ら九州地方にかけての広い範囲で
見られる。

2.  名称は装飾古墳であり、ヤマト
王権から独立した九州地方の豪族
のみが、独自の文化を示すために
築いた。

3.  名称は円墳であり、大和地方か
ら移住した渡来人たちが、故郷の
風景を再現するために全国に広め
た。

4.  名称は方墳であり、ヤマト王権
が全国の土地を直接支配するため
に、各地の役所の目印として設置
した。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
前方後円墳

古墳時代の3世紀後半から6世紀にかけて、近畿地方を中心に日本各地で築かれた墓の形式です。こ
の形式が全国的に広がったことは、大和政権（ヤマト王権）による政治的な支配や影響力が各地に
及んでいたことを示す重要な証拠と考えられています。大阪府の堺市にある大仙古墳は、この形式
の代表例であり、世界最大級の墳墓として知られています。

問2 答え 1
日本最大の面積を誇る大仙古墳（大山古
墳）など、巨大な前方後円墳が含まれて
いる。

百舌鳥・古市古墳群は、現在の大阪府堺市、羽曳野市、藤井寺市に広がる古墳群です。4世紀後半
から5世紀後半にかけて、当時の王権（ヤマト政権）の王たちの墓として築かれました。

問3 答え 1
ヤマト政権の政治的な支配力が、関東地
方から九州地方まで及んでいた。

遠く離れた関東（埼玉県）と九州（熊本県）の両地域から、同一の大王の名を刻んだ刀剣が見つか
ったことは、当時のヤマト政権が広範囲の豪族を服属させ、統治下に置いていたことを示す重要な
歴史的証拠となっています。単なる交易の証拠ではなく、地方の豪族が大王に仕えていたという政
治的な背景を裏付けています。

問4 答え 1
中国の皇帝から地位の承認を得ること
で、朝鮮半島での軍事的外交関係を有利
に進めたり、高度な技術を導入して統治
を強固にするため。

5世紀の「倭の五王」は、中国の南朝へ繰り返し使節を派遣しました。当時の倭王は、朝鮮半島に
おける軍事的な指揮権を含む称号を中国の皇帝から授かることで、国際的な地位を確立し、周辺諸
国との外交を有利に進める狙いがありました。また、これに伴い鉄製武器の製造技術や須恵器など
の新しい技術を大陸から導入し、国内の支配力を高めていきました。

問5 答え 2
ヤマト政権の大王が、膨大な労働力を動
員できるほどの強大な権力を持っていた
ことを示すため。

大仙古墳のような巨大な前方後円墳の建設には、延べ数百万人とも言われる膨大な労働力と長い年
月が必要でした。これほど大規模な墓を築くことができた事実は、被葬者である大王が近畿地方を
中心として、広範囲にわたる民衆や地方の豪族を統制し、支配下に置いていたことを証明していま
す。

問6 答え 1
漢字を伝えることで、ヤマト政権におけ
る外交や記録、財政などの実務を支え
た。

渡来人は文字（漢字）の知識だけでなく、養蚕、機織り、土木技術、須恵器の製作など、当時の日
本にはなかった高度な技術を伝えました。特に漢字を用いた文書作成能力は、ヤマト政権（大和朝
廷）が組織を運営し、大陸の諸国と外交交渉を行う上で欠かせないものとなりました。鉄砲は16世
紀、稲作や青銅器は弥生時代以前に伝わったものであり、時期や内容が異なります。

問7 答え 1
三国時代

3世紀の中国大陸では、魏、呉、蜀の三つの国が並び立ち、互いに勢力を争っていました。この時
期を三国時代と呼び、日本の邪馬台国の女王・卑弥呼は、その中の一つである「魏」に使いを送
り、金印や銅鏡を授かることで自らの権威を高めようとしました。

問8 答え 1
高句麗・百済・新羅

朝鮮半島では、北部の高句麗、南西部の百済、南東部の新羅の3校が対立し、抗争を繰り返してい
ました。この情勢は当時の日本（倭）の外交や技術導入にも大きな影響を与え、日本は主に百済や
加羅（加耶）の地域と結びついて行動していました。

問9 答え 1
名称は前方後円墳であり、ヤマト王権の
勢力が及んだ東北地方から九州地方にか
けての広い範囲で見られる。

前方後円墳は、日本独自の古墳形式であり、その分布は北は東北地方から南は九州地方にまで及ん
でいます。これは、各地の豪族がヤマト王権を中心とする政治秩序に参加していたことを意味しま
す。装飾古墳は内部に彩色や彫刻があるものを指し、円墳や方墳はより一般的な形状ですが、前方
後円墳ほどの政治的象徴性は持ちません。また、古墳はあくまで豪族の墓であり、役所の目印では
ありません。


